
   

.   

冒頭の★印は一般向け。他は、会員向けです。 

■湘南の森 

定例作業予定は、次のとおりです。 

日 時：4月 7日（金）、22日（土） 

情報の必要な方は、下記 HPでチェックをお願いします。 

http://shonan-mori.sakura.ne.jp/                                 (和田記) 

 

★■名瀬谷戸の会 

名瀬谷戸の会の 4月、5月の定例作業予定は、次のとおりです。 

日 時：4月 1日（土）、 9日（日）、10日（月）、17 日（月） 

    5月 6日（土）、14日（日)、15日（月）、22 日（月） 

作業時間：10:00～15:00                                  （福田記) 

 

★■フォレスト21「さがみの森」 

定例作業予定は、4月8日（土）、23日（日）です。参加希望の方は、以下のURL 

https://moridukuri.jp/about/field.html 

「活動参加お申し込みフォーム」をクリックして手続きください。                   (和田記) 

 
 

目 次 
 
 

  1P 活動予定 

  7P 活動報告 

 14P  リレーエッセイ 

 15Ｐ 月刊ブックレビュー 

 16P 森のエピソード 

 17P 掲示板 

 17P 編集後記 

 

草木が茂り、生き物が蠢き、人が活動する。皆で守ろう、この地球！ 

ＮＰＯ法人全国森林インストラクター神奈川会  https://www.jfik.org/ 

 

ツクシ＠四季の森公園   （撮影：福田 渉） 

   （撮影：福田 渉） 

 

） 

活動予定 

http://shonan-mori.sakura.ne.jp/
https://moridukuri.jp/about/field.html
http://ml.jfik.org/kaiin/format/kanagawakai.png
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★■神奈川の身近な自然を訪ねて「春を探して 保土ヶ谷狩場の丘へ」 

今回は広川が企画しています。 

日 時：4 月 19 日（水）、22 日（土） 

集 合：ＪＲ横須賀線保土ヶ谷駅改札口前（改札口一箇所）10：00 

解 散：英連邦戦死者墓地出口 14：30頃を予定 

     解散後、路線バスを利用 京急井土ヶ谷駅、JR保土ヶ谷駅、JR東戸塚駅へ（各々15分乗車） 

募集定員：各回 50 名 

コースの概要：JR保土ヶ谷駅→（バス）→狩場の丘・児童遊園地（自然観察・昼食）→こども植物園（植物観察） 

              →英連邦戦死者墓地（異国空間体験と慰霊・植物観察）→墓地出口（解散） 

歩行距離 約 5ｋｍ（若干の上り下りが有ります） 

 お正月の箱根駅伝の難所、権太坂を上るとそこは狩場の丘です。狩場の丘には、横浜市の中央部にいることを

忘れさせるような緑豊かな自然が広がっています。雑木林に囲まれた谷戸（やと）の風情が残る児童遊園地や、

様々な植物があふれる植物園では、芽吹いたばかりの新緑と花たちが、春と一緒に皆様をお待ちしています。   

 広大な英連邦戦死者墓地は、横浜にありながら異国空間を体験できます。そこに眠る若い兵士たちの故国の樹

木が、墓標の傍らに静かにたたずんでいます。 

 さあ、狩場の丘に春を探しに行きませんか。 

申し込み：実施日の 5 日前までに、参加申し込みフォーム、fax 等で申し込んでください。 

          申し込み状況によっては受付締め切り期日前に受付を終了する場合がありますので、ご了承下さい。 

その他：申し込み・企画の詳細は JFIK ホームページに掲載しておりますのでご覧下さい。 

 

JFIK 会員によるサポートスタッフの募集を行っています。ご協力いただける方は、鈴置まで、ご連絡ください。 

                                                                                         （大橋記） 

★■四季の森公園 

 4 月中旬～5月上旬の予定は以下の通りです。集合場所は、いずれも北口管理事務所前です。 

 

「自然を訪ねて～樹の花・草の花」 

 春爛漫、里山は花盛りです。花弁のある花・ない花・花弁がないけどきれいな花、雄花・雌花・両性花、風媒

花・虫媒花、変な花・普通の花、足元から頭上まで、いろいろな花を見て歩きましょう。 

事前下見：4月 9日(日)10：00～12：00 

当日下見：4月 16日(日)10：00～12：00 

本  番：4月 16日(日)13：00～15：00（12：45受付開始） 

スタッフ：リーダー：日比野 サブリーダー：佐野(仁）、高田(裕) 

 

「特定植物観察会～ユリ・ラン」 

 春のユリの仲間は背が低く、可憐な花を下向きに着け、見落としてしまいそうです。ランの仲間はとても華や

かですが、絶滅危惧種も多く繊細な生態をしています。この時期四季の森を彩るこれらの花たちについて、面白

い名前の由来や成長の不思議もまじえてご紹介します。 

事前下見：4月 15日（土）10：00～12：00 

当日下見：4月 23日（日）10：00～12：00 

本  番：4月 23日（日）13：00～15：00（12：45 受付開始） 

スタッフ：リーダー：佐藤(淳) サブリーダー：鳥越、嶺 
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「特定植物観察会～キンポウゲの仲間」 

 キンポウゲ科の花は、これが同じ科なのかと思うくらい、バラエテイーに富んでいます。みんな虫媒花できれ

いです。猛毒、薬用、食用と用途も様々ないろいろなキンポウゲ科の仲間の個性を学びましょう。 

事前下見：後日メーリングリストで連絡します。 

当日下見：5月 6日（土）10：00～12：00 

本  番：5月 6日（土）13：00～15：00（12：45受付開始） 

スタッフ：リーダー：日比野 サブリーダー：佐藤(淳)、あと 1～2名募集中 

 

本番に参加される場合は、公園に電話（045-931-7910）か管理事務所窓口でお申し込みください（メール不可）。

定員は 20 名、申込期間は実施日直前の 1 週間です。スタッフへの連絡は必要ありませんが、当日は現地で声を

かけてください。下見に参加される場合は、リーダーにご連絡ください。資料を送ります。下見だけの参加も大

歓迎です。多くの会員の方々のご参加をお待ちしています。            （四季の森公園担当者 記） 

 

 

■室内勉強会（オンラインで実施） 

4月の室内勉強会は菅原さん(H18)による鎌倉仏像のお話しです。JFIKの活動でも馴染み深い鎌倉における独自

の仏教美術について、時代背景や特徴をお話しいただきます。講師のご経験が豊富な菅原さんのお話はたくさ

んの学びが得られる絶好の機会です。一人でも多くの方々のご参加をお待ちしています。 

 

日 時：4月 14日（金） 19:30～21:00 

講 師：菅原啓之（H18） 

テーマ：鎌倉仏像の魅力・時代背景と特徴 

概 要：鎌倉で仏像が本格的に制作されたのは頼朝が幕府を成立後、奈良仏師を鎌倉に招いた事に始まります。

後に北条氏が実権を握り、鎌倉独自の新しい文化を生み出そうと中国から栄西により禅宗が伝えられました。宗

風様式を取り入れ、それまでにない多種多様な仏像がつくられました。 

平安時代は貴族好みの優美な仏像が好んで作出されたのに対し、武士好みの男性的で力に満ちた仏像が盛んにつ

くられました。法衣垂下、遊戯坐像、玉眼、土紋、裸形、鉈彫り、宝冠釈迦如来など奈良や京都の作風とは異な

った鎌倉仏像について、その魅力を時代背景とともに探ります。 

皆様が鎌倉に出かけられた際、仏像観賞に親しむきっかけになれれば幸いです。           （講師記） 

 

参加方法等：会員宛にメールで参加要領をお送りしますので、ご自宅のPCやスマホから、Zoomミーティングの

URLをクリックして参加してください。 

※皆様の参加をお待ちしています。 

問合せ先：室内勉強会担当  嶺 義則 📩：ugk58629@gmail.com         📱：090-3532-0479 

              佐藤 淳 📩：sato.forest2807@gmail.com 📱：080-1081-1034  

                                            （佐藤(淳)記） 

  

mailto:ugk58629@gmail.com
mailto:sato.forest2807@gmail.com
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■山こい倶楽部第 91回企画 「丹沢ヨモギ平」 

4 月の山こいは丹沢のヨモギ尾根を辿ります。一般コースではありませんが、特に危険なところもなくトレース

もしっかりついています。気温が高くなるとヒルが活動を始めます。万が一のためスパッツをつけたり、忌避剤

を使用するなどヒル対策もあると良いでしょう。 

今回のリーダーは中澤靖彦さん、サブリーダーは辻さんです。 

概 要： 

にぎやかな表尾根二ノ塔・三ノ塔から静かなヨモギ尾根をたどり、ヨモギ平でのどかな時間を過ごします。 

ヨモギ平ではケヤキや丹沢でも屈指のブナの巨木を探訪します。 

下山はボスコ・キャンプ場へ。少し県道を歩いて青山荘からは門戸口コースでヤビツ峠に戻ります。道中、ツツ

ジやスミレなどの花々も盛りです！ 

 

日 時：4月 29日（土･祝） 

場 所：丹沢ヨモギ平 

集 合：4月 29日（土･祝）7:30小田急秦野駅北口ヤビツ峠行きバス停 

行 程：7:44ヤビツ峠行きバス―8：35ヤビツ峠 8：50―9：30表尾根登山口―10:35二ノ塔－11:00三ノ塔・ 

    地蔵さん（ヨモギ尾根入口）―ヨモギ尾根―12:10ヨモギ平（昼食、巨木探訪）13:10―14:00 ボスコ・ 

    キャンプ場―14:30 青山荘―（門戸口コース）―15:15ヤビツ峠 

 

※ヨモギ尾根の最初はザレの急下降なので、下りが苦手な人はチェーンスパイクを装着すると良いでしょう。 

（ヤビツ峠バス時間）14：51、15：39、16：46 それ以降は蓑毛バス停で乗車 

（蓑毛バス時間） 17：03、17：10、17：33 

歩 行：5時間 20分 行動時間：6時間 25分 

装 備：行動食(1食)、非常食(1食)、地図、コンパス、時計、ヘッドランプ、予備電池、雨具、（雨傘）、救急セ 

    ット、保険証、帽子、（ストック）、（スパッツ）、水筒、（テルモス）、紙持ち帰り袋、エマージェンシー 

    シート、（チェーンスパイク） 

リーダー：中澤靖彦（090-2544-5506）  サブリーダー： 辻眞澄（090-2228-8335）      (中澤(靖)記) 

 

注意事項： 

*  発熱など、コロナウィルスに感染の疑いのある場合は参加をご遠慮ください。 

*  会としての保険はかけません。山岳保険（救援保険）などは各自で加入願います。 

*  登山後反省会を考えていますが、実施は状況によって判断します。 

*  不明な点は事務局までご連絡ください。 

 

参加を希望される方は 4月 26日（水）までに松井まで ma1950koji@yahoo.co.jp メールでお申し込みください。 

                                      山こい事務局 松井公治 

 

■森こい倶楽部第四十五回案内 

以下、ご案内しますので、コロナ感染対策に留意され、新会員の皆様、ご家族、ご友人含めて、気楽にご参加     

ください。 

 

テーマ：田原の里から葛葉渓谷、湧水・渡来人の昔路、春の山野草（秦野市） 

プラス Oneテーマ:葛葉渓谷で春の妖精  

mailto:ma1950koji@yahoo.co.jp
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開催日：4月 2日（日） 

集 合：小田急線 秦野駅  10:00 

リーダー：金子 正美（H30） 

参加費：500円（保険代含む）所持品：名札、昼食、飲み物、雨具、筆記具など。 

コロナ感染対策:朝の検温報告はしていただきます。ガイドはマスクをしますが、参加者の皆様は自己判断でお願

いします。 

申し込み：ご参加の方は、3月 31日（金）迄に下記久野宛連絡ください。初参加の方は携帯電話番号もお願いし

ます。 

メールアドレス：masakihisano77@yahoo.co.jp TEL:090-8280-1816 

 

概要・行程 

丹沢山塊から秦野盆地上部の扇状地には肥沃な田畑が広がります。東・西田原の里地・里道には桜などが咲き誇

り、須賀神社・香雲寺・金蔵院などの樹叢林に懐の深さを感じられます。波多野氏の里から南に向かうと、秦野

断層の隆起により、深く蛇行した金目川・葛葉川の渓谷沿いを進みます。葛葉渓谷緑地に下ると、大地のダイナ

ミズムを感じながら、タニギキョウ・ニリンソウなど春の妖精たちを葛葉のガイドもしている金子がご案内しま

す。金毘羅宮を経由し旧曽屋村に下ると、昔の生活水源湧水である、水神石祠・井ノ明神水があります。横浜・

函館に次ぐ水道の跡地も記念公園となっています。曽屋神社から下には牧が広がり、牛を飼育して蘇・醍醐（昔

の乳製品）などを朝貢していたようで、曽屋という地名も蘇の倉庫小屋だったという説もあるようです。秦氏な

ど渡来人の香もするところで、乳牛（ちゅうし）通り・醍醐道などに名残を感じます。上宿観音から本町四角周

辺には、看板建築や和風出桁造りなど、国登録有形文化財の建物も残ります。盆地中央部では伏流となる水無川

秦野橋を渡り、旧歓楽街であった今川町をぬけ、秦野市保存樹木第一号に指定された、石受稲荷神社の大クスノ

キにパワーをいただきます。春の一日、変化に富んだ秦野の豊かな自然・歴史をお楽しみください。 

コース概要：秦野駅北口🚏→🚍→🚏羽根（入口）→須賀神社→香雲寺🚻→西田原八幡神社→金蔵院→東田原神社→

実朝首塚🚻→田原ふるさと公園🚻（昼食）→くずは台南公園→葛葉渓谷緑地🚻→金毘羅宮→水神石祠→城光院→

曽屋水道記念公園（配水場）→曽屋神社→井之明神水→乳牛通り→天徳寺→上宿観音→本町建築群→水無川秦野

橋→石受稲荷神社（大クスノキ）→秦野駅南口🚻  

歩行 7.5㎞（緩やかなアップダウンがあります） 

少雨決行：荒天等で中止する場合は、前日 17:00までに JFIKメールで連絡します。   （事務局代表 久野） 

 

森こい倶楽部第四十六回案内 

以下、ご案内しますので、コロナ感染対策に留意され、新会員の皆様、ご家族、ご友人含めて、気楽にご参加く

ださい。 

 

テーマ：大仏切通から常盤山緑地と深沢鎌倉古道、里山の花と新緑（鎌倉市） 

プラス Oneテーマ:尾根道の山野草 

開催日：5月 7日（日）10:00～15:30 

集 合：JR横須賀線 鎌倉駅東口  10:00 

リーダー：石川 雄一（H25） 

参加費：500円（保険代含む）所持品：名札、昼食、飲み物、雨具、筆記具など。 

コロナ感染対策:朝の検温報告はしていただきます。ガイドはマスクをしますが、参加者の皆様は自己判断でお願

いします。 

申し込み：ご参加の方は、5 月 5 日（金）迄に下記久野宛連絡ください。初参加の方は携帯電話番号もお願いし

ます。 

メールアドレス：masakihisano77@yahoo.co.jp TEL:090-8280-1816 

mailto:masakihisano77@yahoo.co.jp
tel:090-8280-1816
mailto:masakihisano77@yahoo.co.jp
tel:090-8280-1816
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概要・行程 

新緑や山野草の鎌倉外周をご案内します。 

幕府が開かれた鎌倉は周囲を自然の要害に囲まれ、出入りは七切通を中心に行われました。また、「切通」から各

地に「鎌倉道」が整備され、防備する館も設けられました。国指定史跡にもなっている大仏切通の核心部、鎌倉

幕府七代執権北条政村別邸（タチンダイ）があった、常盤亭史跡を訪ねます。新田義貞の鎌倉攻めの激戦地の一

つでもある、大仏切通の核心部には平場の「やぐら」もみられ、薄暗い森のなかのシダ原からは往時の時の声が

聞こえてくるようです。親鸞の縁者が創建した一向堂跡から、常盤亭史跡のタチンダイに向かいます。明るい平

場には館が建ち、将軍を招いての歌会も行われたと伝わります。「切通」の守りを固める目的もあったようです。

尾根筋を上がると、鎌倉を囲む丘陵の一部である、大仏ハイキングコースから西へ分岐した常盤山緑地の稜線に

出ます。峯山・桔梗山がある常盤山緑地は、台峯・広町と共に、鎌倉の三大緑地の一つです。整備された峯山周

辺には山桜が数百本あるといわれています。尾根道にはホウチャクソウなど多くの山野草が期待されます。峯山

から梶原口に下り、化粧坂から始まる鎌倉上道の跡をたどります。梶原景時が祖の鎌倉権五郎景正を祀ったとい

われる御霊神社、鎌倉上道沿いといわれる駒形神社、建長寺同様、樹齢 7百年のビャクシンがある、「やぐら」群

にかこまれた臨済宗関東十刹大慶寺、東光寺、等覚寺などもある、くねくねの細い昔路を進み深沢地区で解散で

す。新緑いっぱいの鎌倉古道をお楽しみください。 

藤原景綱の歌 

うつろはで 萬代匂へ 山櫻 花も常盤の 宿のしるしに（常盤山の山桜をたたえたものでしょうか） 

歩行７㎞（若干アップダウンがあります） 

 

コース概要：鎌倉駅東口🚻🚏→🚍→🚏火の見下→大仏切通→一向堂公園→北条政村別邸跡（タチンダイ）→常盤山

緑地・峯山（昼食予定）→梶原口🚻→御霊神社→駒形神社（鎌倉街道上道）→東光寺→大慶寺→等覚寺→深沢行政

センター🚻→湘南モノレール湘南深沢駅→JR 大船駅🚻（解散） 

歩行 7 ㎞（緩やかなアップダウウンがあります） 

少雨決行：荒天等で中止する場合は、前日 17:00までに JFIKメールで連絡します。 

 

以降の予定 

6月 4日（日）中津往還花菖蒲の里・八菅山の樹林から鳶尾山を越えて（愛川町・厚木市） 

7月 2日（日）子安の里、立石から天神島の海浜植物と磯の生き物（横須賀市） 

9 月 3 日（日）大山街道二子～溝口、宿場の名木古木と史跡（川崎市高津区）      （事務局代表 久野） 

 

■鳥こい倶楽部 2023第 5回「船橋三番瀬の水鳥たち」（案内人：千葉会 樋口多聞さん） 

船橋三番瀬(ふなばしさんばんぜ)は、東京湾の過酷な埋め立ての嵐の中で辛うじて残った貴重な干潟です。四

季を通じて数多くの水鳥が見られますが、4 月はカモ類を中心とした冬鳥の名残と、南から渡ってきて一休みす

るシギ・チドリの両方を見るチャンスです。近年増えつつあるミヤコドリも少しは残っていてくれるでしょう。

葦原ではホオジロなどの小鳥、好天ならミサゴなどの猛禽も期待できます。 

 

・日 時：4月 17日（月）10:00～15:00頃 

     (参考：当日の汐周り～中潮 干潮 9:27、満潮 15:08) 

・集 合：JR京葉線「二俣新町」駅改札 10:00 

     (「二俣新町」駅より徒歩 7分「二俣新道」バス停 10:13発乗車予定) 

 (現地集合 10:30「ふなばし三番瀬海浜公園」観察デッキ下) 

・解 散：同上 15:00頃 (「船橋海浜公園」バス停 14:40発乗車予定) 

(現地解散 14:30頃 観察デッキ下) 

・コース：観察デッキ下(現地集合)🚻→潮干狩り場→東突堤→潮干狩り場前(昼食)🚻→西突堤→観察デッキ下(現

地解散)🚻  （コースは鳥の出方で柔軟に対応） 
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・参加費：500円（CONE保険・資料代含む） （別途バス代 220円×2） 

・装備等：春のハイキングの服装（雨具、防風具など）、長靴、お弁当、飲み物、双眼鏡、スコープ（お持ちの方）、

図鑑類、レジャーシート 

・参加対象：JFIK会員、会員の家族・友人・知人（万一の場合、会員から連絡可能な方に限ります) 

・参加申込：本番 2日前までに Eメールで鳥こい幹事 中澤(均) h-naka@k04.itscom.net まで。 

CONE保険に加入しますので、お名前と年齢をお知らせください。 

現地集合の場合は、その旨お知らせください。 

・中止判断：雨天・荒天予報の場合は中止します。 

中止の場合は、前日夕方までに JFIK-MLにてお知らせします。 

 

■名瀬谷戸の会 

＜定例活動＞ 

作業 1回目 

日 時：3月 4日（土）10:00～15:00 

参加者：合計 53名（JFIK：7 名 地元・地域ボランティア：13名 ファミリー/こども里山体験班：33 名) 

作業内容：●ゾーン 6の皆伐エリアのモウソウチク伐採 115本 ●こども里山体験班：午前中はゾーン 6下部エ

リアの早春の植物の観察、スーパー竹トンボのお遊び体験や名瀬メダカの観察 午後は大人班と一緒にゾーン 6

のモウソウチク皆伐の手伝い ●竹馬作り 

 

作業 2回目 

日 時：3月 12（日）10:00～15:00 

参加者：合計 8名（JFIK：4 名 地元・地域ボランティア：4名） 

作業内容：：●ゾ－ン 6：園路下のモウソウチク 52本を伐採、処理 ●エイト職員駐車場のミモザの剪定作業 

 

活動報告 

モウソウチク伐採 中 3森ガール奮闘 集合写真 

mailto:h-naka@k04.itscom.net
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作業 3回目 3月 13日（月）雨のため中止 

 

作業 4回目 

日 時：3月 20 日（月）10:00～15:00 

参加者：合計 16名（JFIK：8 名 地元・地域ボランティア：8名）  

作業内容：●ゾーン 6：モウソウチク 43本伐採 ●ゾーン 6下部の畑：菜の花を残して刈払い・集積・畑内に

て焼却 ●尾根道・ヤマユリストリートの落ち葉清掃 ●久右衛門邸ピザ窯側庭園の樹木剪定と除草・清掃 

                                                  （福田記） 

 

■神奈川の身近な自然を訪ねて～等々力渓谷と野毛古墳群の自然と歴史を訪ねる～ 

日 時：3 月 15 日(水) 10：00～14:00、18 日(土) 中止 

参加者：一般 24 名（15 日 24 名、18 日 中止 ） 

スタッフ：坂間、山路、佐藤（淳）、田川、鈴置、大橋（6名） 

コース：等々力駅 → 等々力渓谷 → 野毛大塚古墳 → 玉川野毛町公園（昼食）→ 上野毛稲荷塚古墳  

    → 上野毛自然公園 → 上野毛稲荷神社 → 上野毛駅（解散） 

 

等々力渓谷は、多摩川の支流・谷沢川が武蔵野段丘の段丘崖を侵食して作った渓谷です。延長は約 1km、東京 

23 区内で唯一の渓谷です。また、九品仏川と谷沢川との河川の争奪でも知られています。 

渓谷内では多くの湧水が観られ、湧水が流れる谷壁下部の緩斜面にはセキショウ、谷壁の上部の急斜面にはケ

ヤキ、シラカシ等の植物が分布していました。また、約 10万年前に浅い海に堆積した東京層（下末吉層）や約 5

～7 万年前に多摩川が堆積させた武蔵野礫層等の地層も観察できました。 

ピザ窯側庭園の樹木剪定  ゾーン 6下部での刈払い 

モウソウチクの伐採 ミモザを納屋カフェに装飾 
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等々力・野毛地域は、多数の古墳が分布する地域でもあり、野毛古墳群と呼ばれています。野毛古墳群のなか

で最大規模の古墳が、今回、訪ねた帆立貝式の前方後円墳である野毛大塚古墳です。今回は、後円部に上がり、

埋葬施設の確認も行いました。 

 

午前は、東急大井町線等々力駅から等々力渓谷、等々力不動、御岳山古墳、六郷用水、日本庭園を経て、玉川

野毛町公園へ向かい昼食としました。 

当初、ゴルフ橋脇から渓谷に降り、谷沢川沿いの散策路を歩く予定でしたが、散策路改修に伴い一部が通行止

めとなり、環状八号線下からの渓谷の散策となりました。 

渓谷の左岸からは 6基の横穴墓が発掘されているとのことです。今回は、その内の一つである等々力渓谷 3号

横穴を見学しました。横穴からは 3体分の人骨を始め多数の副葬品が発見されています。横穴墓付近では、シャ

ガやヒメリュウキンカの花を観ることができました。 

渓谷の右岸にある湧水を観察しました。渓谷には約 30

ヶ所以上もの湧水があると言われています。湧水が流れる

緩斜面にはセキショウ、キチジョウソウ、シャガ等の植物

が分布していました。 

不動の滝やその近くの露頭で武蔵野礫層や東京層などの

地層を観察した後、等々力不動に上がりました。 

等々力不動の境内では、カンヒザクラ（寒緋桜）、イチ

ョウやケヤキ、メタセコイヤ等の樹木を観ることができま

した。また、境内には草木慰霊碑が建立されていました。 

御岳山古墳を見学した後、日本庭園で休憩としました。

日本庭園では、ヒメイチゴノキ、クスノキ、クロガネモチ、

ヤマモモ等を観ることができました。 

玉川野毛公園にある前方後円墳（帆立貝形古墳）の野毛大塚古墳では、古墳の周囲を馬蹄形に囲む周濠、小さ

な前方部を確認した後、高さが 10m程の後円部に上がり、埋葬施設の状況を確認しました。後円部ではカヤやエ

ノキ等の樹木を観ることができました。 

午後は、所々に大きなケヤキやクロマツが残る住宅地を

歩き、上野毛稲荷塚古墳、上野毛自然公園、上野毛稲荷神

社、富士見橋を経て、上野毛駅で解散としました。 

上野毛稲荷塚古墳は、住宅に囲まれた野毛大塚古墳より

小さな前方後円墳です。古墳では、サンシュユの花が満開

でした。 

上野毛自然公園では高低差が 20m 程の国分寺崖線を階

段で下り、崖線の高低差を確認、また、アカガシやシロダ

モ、ケヤキ、ムクノキ等の樹木を観ることができました。 

上野毛稲荷神社ではアカガシのご神木やタブノキ等を観

ることができました。 

15 日（水）は晴天で温かく、穏やかな春らしい天気に恵

まれ、渓谷や静かな住宅街をのんびりと散策することがで

きましたが、18日（土）は、南岸低気圧通過により冷たい雨が降る、また、やや強い風が吹く一日になるとの予

報のため、安全を考え、残念ながら中止といたしました。                   （大橋記） 

 

■四季の森公園 

3月は、観察会がありませんでした。 

 

等々力渓谷で湧水の観察 

 

野毛大塚古墳の見学 
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■室内勉強会「虫のいい話」 

日 時：3月 10日(金) 19:30～21:00 

講 師：池田倫子（H20） 

会議方法：Web(Zoom)利用のオンライン会議 

参加者：池田(浩)、内間、角田、梶浦、加納、久保、藏田、関、瀬尾、高橋(利)、田口、中澤(均)、西岡、羽田、 

    日比野、福田、三樹、村松、山路、山本(明)、山本(洋)、吉原、吉無田、佐藤(淳)、嶺 計 25 名  

    東京会：市川、小日向 計 2名（敬称略） 

 

概 要： 

池田さんとの出会いは、Instagram です。インストラクターの資格勉強中、苦手な昆虫も勉強せねばとフォロー

したのが最初です。（@tori_shijimi） 

昆虫や鳥の紹介が卓越した面白さで一気にファンとなり、リスペクトする存在となりました。池田さんは鳥屋か

らはじまり、飛んでいる蝶も追いかけているうちに虫も好きになったそうです。町田市の忠生公園でお勤めされ

ており、職場がフィールドで、観察会も仕事にされていますから、いわばプロでいらっしゃいます。 

 

四季の昆虫の話 

〜春〜 

ウスベニスジナミシャクで春を感じ・・・コツバメの話では、縁毛幻光現象が見られるとあり、逆光時、限られ

た角度で写真を撮ると翅の縁が青く見える現象だそうです。ヒオドシチョウは成虫越冬するので、この時期見ら

れるのは翅がボロボロ。エノキの枝先に宙づりになっている写真は産卵している様子でした。卵の数 20個以上な

らナミテントウ、20 個未満ならナナホシテントウの話やぶどうの葉が好きなアカガネサルハムシは美麗種とい

う・・・などなど。 

〜夏〜 

ゲンジボタルは、発光器オスが２つ、メスが１つ。ミドリシジミはハンノキが食草で夕方に活発に動きます。 

 

アミガサハゴロモは目がテン、ベッコ

ウハゴロモは目がクルクルで見分け

る。 

エサキモンツキカメムシは身近にいる

昆虫です。背中にハート型の模様で子

育てをします。ギンヤンマは汚い止水

の池から大きい池までそれほど環境を

選ばず個体数も多いので、チャンスも

多いです・・・などなど。秋、冬バー

ジョンと続き、ここでお伝えできない

ほどたくさん紹介していただきまし

た。 

 

目がテンとクルクル 

https://www.instagram.com/tori_shijimi/
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『手乗り昆虫のススメ』ではよく

Instagramでも手乗り写真をアップされ

ていて、私は蜂蜜とか塗っているのか

な？と疑問でしたが、ただただお友達に

なることがコツだそうです。顔の前にそ

っと近づけると乗ってくれることがある

そうです。 

 

 

 

 

『飼育のススメ』では、なんと！オオム

ラサキの飼育の経験をお話していただき

ました。 

エノキが食草なのにアジサイの葉にいた四齢の

幼虫を保護し、蛹から羽化した姿は本当に綺麗

でした。 

 

『昆虫ってどこにいるの？』 

食草や食樹に注目。穴の空いた葉や枝先、樹皮。

水中や水面も気にしてみる。石や板もめくって

みる。昆虫の魅力は姿が美しい、種が多く限り

ない、まだまだ解明されてないことがたくさん

あるとのことです。 

自然観察会でも使えるネタはやはり食草・食樹

がポイントです。ハルジオンの上にいるのはヤ

ブキリの幼虫。幼虫の時は花粉大好きで、成虫

になると肉食になる〜こんなことを観察会で話すとへぇ〜ってなること間違いなし。 

 

いつも Instagramで紹介している世界観が室内勉強会でも取り入れられ、楽しくて飽きず、あっという間の時間

でした。私も観察会で昆虫ネタを取り入れたいと思います。                   （加納記) 

 

■山こい倶楽部 

3月 18日(土)に予定された西丹沢の権現岳、ミツバ岳は悪天候のため中止しました。 

 

森こい倶楽部第 44 回活動報告 

開催日：3月 5日（日）曇のち小雨 

テーマ：梅林だけじゃない、里地・里山に咲く春の草花と名木の曽我から国府津へ（小田原市） 

参加者：角田、山路、梶浦、吉無田、戸田、鈴木(康）、引田、滝澤、内間、石川(雄一)、金子、広川、久野、 

    会員外 6名、合計 19名 

 

手乗り昆虫 

羽化したオオムラサキ 
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コース概要：JR下曽我駅→中河原梅林→瑞雲寺→須賀神社→中河原配水池→曾我岸天津神社→宗我神社→法輪寺 

     →五郎の踏石→城前寺→雄山荘跡→曾我城址→お花畑→大運寺跡→二宮尊徳遺髪塚（大山道)→満江御前 

      屋敷跡→焼薬師→法蓮寺・満江御前の墓→別所梅林→曾我八幡神社→田島桜の里→津島神社→田島 

           地蔵尊→一徳寺→国府津旧別荘地跡→宝金剛寺→菅原神社→真楽寺→JR国府津駅（解散） 

開催概要 

曇りで富士山の眺望は見られなかったが、小田原梅祭も

延長され、曽我梅林で梅の香りを堪能しつつ、里地に点

在する、曽我氏所縁の多くの史跡を巡った。まず、白梅

の中河原梅林から瑞雲寺に上がると、自修学校跡地の各

種枝垂れ梅が出迎える。境内の裏山には自生モッコクの

巨木がある（＊小田原市天然記念物、以下も）。隣の須賀

神社にはオオバヤドリギが繁茂するクスノキの古木（＊）

もある。中河原配水池に上がり、曽我から足柄平野、箱

根連山から相模湾の眺望を楽しんだ。曽我丘陵麓の里地

には、収穫が終わったミカン畑、冬芽が膨らみ始めたキ

ウイ畑、屋敷の庭に点在する枝垂れを中心とした各種各

色の梅、収穫用の梅林がパッチワークのように続く。細

い路地には、春の草花や緑の生垣、寺社の樹林も続き癒

される。梅実収穫用の十郎は盛りを過ぎたものの、白加賀がまぶしい。天神社を

通り、大和蘇我氏とも所縁と伝わる宗我神社で、小田原市保存林のヤドリギボー

ルがツリー飾りのようなケヤキを見上げる。長丁場でもあり、宗我神社境内で早

昼食を摂る。曽我氏菩提寺の法輪寺では参拝し、梅干しをいただく。曽我五郎の

踏み石、曽我兄弟および

両親の墓がある城前寺、

太宰治の愛人が居住し

ていた雄山荘跡、曽我氏

館跡、大山街道に面した

二宮尊徳遺髪塚、行基

作と伝わる別所薬師如

来、境内に曽我兄弟の

母親満江御前の墓、冬

でも枝が真っ赤な珊瑚閣紅葉がある法蓮寺まで、梅林や

太いクスノキなどが点在する里道を進み、曽我別所梅林

に到着。名家の大枝垂れ梅を満喫し、梅林に入る。収穫

用の梅の所々にも観賞用の枝垂れ梅が点在しており楽しめる。梅林センターで休憩をする頃には小雨模様になっ

てしまった。国府津に近づき、津島神社の小田原市保存林のケヤキ社叢林、旧別荘地の屋敷跡、一徳寺の樹齢 7

百年のイヌマキ、宝金剛寺の美しい庭園、菅原神社では江戸時代の風土記稿にも大木と記載されているムクノキ

（＊）、真楽寺では親鸞上人お手植えの流れをくむボダイジュ（＊）などにふれながら、小雨の中、足早に進んだ。

あれはなに、ここはどこと、次々にポイントが現れる変化に富んだ、曽我から国府津のトレイルを踏破した。 

                                                   （H25 久野記） 

 

 

瑞雲寺枝垂れ梅の前で集合写真 

宗我神社のケヤキの 

ヤドリギボール 

曽我別所梅林の大枝垂れ梅 



JFIK会報 2023年 4 月号 

- 13 - 

■鳥こい俱楽部 2023第 4回「舞岡公園のヤマシギとクイナ達」 

日 時：3月 8日(水)  9:30～15:00 快晴 

コース： 舞岡駅（集合）→舞岡ふるさとの森→瓜久保の家→きざはし池→古谷戸の里→けやき広場→きざはし池

→虹の家→舞岡駅（解散） 

参加者：中澤均（案内人、幹事）、山本(明)、足立(正) 、松井、辻、角田、梶浦、関、三樹、藏田、*中澤（美） 

以上 11名（*一般） 

 

舞岡駅から田園地帯を歩き、「舞岡ふるさとの森」に入りました。

ウグイスのさえずりが田畑に響き渡り、山の遊歩道にはキブシ、フ

キノトウ、ウグイスカグラの花が咲いていて、風の冷たさの中にも

しっかり春を感じることができました。ヘビ（おそらくジムグリ）

も遊歩道で日差しを浴びて体を温めていたのですが、私たちが近づ

くと草陰にスルスルと入ってあっという間に隠れてしまいました。 

シジュウカラやアオジなどの声を聞きながら遊歩道を進んでいく

と、「瓜久保の池」に出ました。その池ではカワセミに遭遇、盛ん

に小魚を狙っていて比較的活発に動いていました。（写真：瓜久保

の池のカワセミ） 

瓜久保の家で給水.・トイレ休憩を取った後、いざヤマシギが毎年冬を過ごしている「きざはし池」の谷戸へ。

到着してみるとまず巨大なアズマヒキガエルがノソノソと歩いてい

て、その迫力に目が奪われました。さてヤマシギですが残念ながら

不在。先に近くの「古谷戸の里・古民家」を見学し、その後昼食を

摂りつつ「きざはし池」周辺でツグミやシロハラ、アオジなどを観

察しながら待つもヤマシギは現れず。その代わりというようにコジ

ュケイ一家が、下見でヤマシギがいた場所で餌を摂っていました。

また普段はなかなか目にすることがないクイナを木道の上から皆で

比較的近くでじっくり観察する事ができました。（写真：木道からク

イナを観察）。 

その後、公園の南側を半周しました。途中、「さくらなみ池」ではカワセミやカルガモを観察、ここで集合写真

を撮りました。その後小鳥類はあまり現れず、代わりにネコハエトリを発見、観察や撮影に熱中しました。（写真：

さくらなみ池で集合写真） 

舞岡駅への戻りは、耕作地や住宅街の中を流れる「小川アメニテ

ィー」沿いの道を歩きました。途中、舞岡ふるさとの森「虹の家（ビ

ジターセンター）」へ寄り道しました。丁度、生き物の写真展が開催

されており、観賞させて頂きました。この写真展には神奈川会会員

の写真も展示されており、小さな昆虫などを撮った美しい写真に感

嘆しました。「虹の家」前で鳥合わせを行い、駅へ向かい解散としま

した。今回は、ヤマシギが見られなかったことが残念でした。 (中

澤（美）記） 

＜本日確認できた野鳥＞カルガモ、キジバト、アオサギ、クイナ、トビ、カワセミ、コゲラ、アオゲラ、モズ、

ハシボソガラス、ハシブトガラス、ヤマガラ、シジュウカラ、ヒヨドリ、ウグイス、エナガ、メジロ、ムクドリ、

シロハラ、ツグミ、ジョウビタキ、スズメ、ハクセキレイ、ホオジロ、アオジ 以上 25種類 外来種 ソウシチョ

ウ、コジュケイ、ドバト 
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木もれびの森と私 

Ｒ４ 内間 亜由美 
 

なんとなく始めた健康づくりのボランティアでウオーキングのイベントを行っていくうちに植物に興味を持っ

た。その時に出会ったのが木もれびの森1で森林活動を行っている団体の植物観察会だった。すぐに入会を決めた。 

 

まかされたのはインスタグラムへの投稿、一日 3回の投稿、ちょっと多すぎない？と思ったが、素直にやって

みることにした。森の活動は幅広かったが、活動報告、イベントを入れても一日 3回の投稿を埋めるには経験が

浅すぎた。そこでその空白を埋めるために木もれびの植物の移り変わりを追いかけ投稿をすることにした。樹々

や野草の名前、雌雄異株、同株の違いがあることに驚き、様々な特徴に一層興味を感じた。冬になり、花がなく

なると自然と興味は木々の冬芽にむかった。そのため冬芽で樹を見分けられるようになると森の木々は友達のよ

うになっていった。裸芽や鱗芽、隠芽の違い、そこから展開していく姿には感動を覚えた。 

 

先輩たちが昔作った木もれびの森の中の「珍しい木、面白い木」のパンフレットを

頼りに根がゾウの鼻のように盛り上がった“モクゾー”や、丸い洞がある“メガネ”、

木と木がつながり“アクシュ”という名の木を探しに森を歩きまわると今度は木もれ

びの森への親近感が増した。また、森の中にある 40首の万葉集の木札と背後に育つ植

物を紹介していくうちに古代の人たちの暮らしと植物の深い結びつきを知った。 

 

公民館を主体としたイベントや小学校の総合学習も楽しか

った。イベントの流れや学年別の気の配り方、多種多様な学

びが必要と思い知らされた。イベントで必要となってくるの

はクラフトづくり。クラフトに使用するドングリや実を採取

する時期、場所はそれぞれバラバラで、しかも良いタイミングで採取しないとカビや

割れが生じてしまう。保存の仕方も大切だった。子供たちと木琴を作った。小さく輪

切りした木を貼り付け、竹の棒にムクロジの実をつけて叩く。ドレミとはいかないけ

れど、叩くと良い音がして演奏している気分！皆でドレミの歌を歌った。 

 

これらすべてのことをするにあたって、森の整備が不可欠。ノコギリやナタの使い方

を知り、刈払い機やチェンソーの資格が必要となった。森で活動するにはこれらを習得しなければ、何もできな

いと感じた。どうしてもできるようになりたいという気持ちで、長池公園内の長池里山クラブに教わりに通った。

まだまだ足らないけれど… 

今は木もれびの森の一角で昨年 5月に立ち上げた新しい団体「ここももの会」で森づくりに励んでいる。 

どんな森にしたいのか。生物多様性の森にしたい。生物多様性って？ 

最近の関心事は森の「土中環境」にまで至っている。最近、「土中環境」でしたことは落ち葉堆肥場の 4か所に

ちょっと深く穴を掘り、くず炭を入れてみた。 

どこまでも森の学びは広がるのだ。 

 
1 木もれびの森は神奈川県相模原市南区の大野台、大沼、麻溝台地区に位置しています。 

リレーエッセイ 
 

面白い木 メガネ 

万葉集看板 
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［お断り］ 

 ＊熱気がまだ残るＷＢＣ優勝。日本チームを率いた栗山英樹監督のことがどうしても知りたいと思いました。 

 ＊ただし残念ながら彼の出筆した本を現在まだ手に入れていません。少し時間がかかりそうです。 

従って今回ご紹介する本を私はまだ読んでいません。 

＊その上で次の 2冊をご紹介します。 

 

［ご紹介する本］ 

① 「最高のチームの作り方」 

② 「伝える」 

＊著者  栗山英樹 

＊発行日 ①2016年 12月 21日 

     ②2013年 3月 26 日 

＊出版社 ①ベストセラーズ 

     ②ベストセラーズ 

＊価格  ①1,184円 

     ②1,200円（中古本。絶版かも 

      しれません） 

＊内容（ウエブサイトから引用） 

     ①・大谷に言い続けた「二刀流 

              はチームの勝利のためで 

              なければ意味がない」 

       ・4番中田翔に代打を出した本当の理由 

②・心のつながりを侮ってはいけない 

       ・伝えるには命を削る覚悟がいる 

       ・本業から離れた思考や感性を伝える 

［追記］ 

彼は東京学芸大学硬式野球部で投手、内野手として活躍する一方、小・中・高の教員免許を取得し卒業後は教員

を目指していました。しかし野球への思いが捨てられず社会人野球を経てプロ野球の入団テストを受け、ドラフ

ト外でヤクルトスワローズに入団しました。 

このへんに、チーム作りや人を育てる彼の原点がありそうです。                    （狛） 

  

月刊ブックレビュー 
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3月度の会員異動 

3月31日現在  会員数161名 

 

月例会がweb会議で開催されました 

日 時：3月31日（金）19：30～21：00 

場 所：ZOOM 利用のリモートミーティング 

出席者：理事14名、監事1名、会員3名 計18名 

議事内容は会員向けメールをご覧ください。郵送会員には、会報に同封してお送りします。 

 

会費納入のお願い 

令和 5年（1月～12月）の会費納入をお願いします。 

会 費：メール会員 3,000円、郵送会員 4,000円  

納入期日：令和 5年 2月末日。 

■振込先 横浜銀行 戸塚支店（359）  口座番号：普通預金 6174917 

 名 義：ＮＰＯ法人 全国森林インストラクター神奈川会  

    （エヌピーオーホウジン ゼンコクシンリンインストラクターカナガワカイ） 

 

なお、横浜銀行のカード振込をされますと手数料がお得です。横浜銀行に口座をお持ちでない方も横浜銀行のATM か

ら振込をされますと若干ですが手数料が安くなります。 

※【お願い】全ての会員におかれましては、銀行振込での会費納入をお願いします。 

ご質問等ありましたら、会計担当 石川までご連絡下さい。 

メール：amelieamelie92@gmail.com 
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掲 示 板 

寒さが遠のきました。暖かい日が

続いています。そのせいでしょう

か、サクラの咲く順序がデタラメ

のように感じます。（かじうら） 

先日、入学式を終えて帰る

人達を沢山見かけました。よ

うやく日常が戻ってきた感

じがしました！(松山)  

編集後記 
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